
【書籍自己紹介】

信州大学・飯山市小菅研究グループ編

『飯山小菅の地域文化』

村山研一

飯山市に小菅という集落があることを読者はご存じだろうか。飯山

から戸狩野沢温泉へと向かう飯山線の右手に、千曲川の向かい側の山

裾に小さな集落が存在しているのが車窓から見えるだろう。これが小

菅の集落である。小菅は、戸隠や飯縄とともに、修験道の聖地であっ

た。小菅神社は7世紀中頃に役小角（えんのおずぬ）が開基したと伝

えられている。集落も神社とともに変化を重ね、数百年の歴史がある。

小菅神社奥社本殿は国の重要文化財に指定されており、現在、三年に

一度行われる小菅祇園祭の柱松柴

灘鐸1罐難一霧槽は戸数7・戸弱のひっそりと　1の釜

した小さな集落である瓜ここに、！地

これまで信州大学の多くの研究者

が研究に訪れてきた。自然生態系　　　。、億頴　、

の観察、歴史遺構の調査、歴史調　　　一　％
㈱・蝋麟建繕晒灘出総

査、山村集落の調査など、専門も　　　’・，　艇

目的も多様であるが、小さな集落　　　　　　　　な
ぞ

に多分野の研究者が訪れるように
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なったというのは珍しいことかもしれない。そして、これらの研究者

と地元の研究者・住民が一緒になって、お互いの研究を公開して成果

の総合化を目指そうという気運が高まり、2004年9月26日に、信州大

学と飯山市教育委員会の共催で「小菅総合シンポジウム」が開催され

た。この本は、シンポジウムの報告を本にまとめたものである。

まず、本の目次構成を紹介したい。参考のために著者の所属と専門

分野についても付記しておこう。

1）小菅の森が語るもの　井田秀行（信州大学教育学部：森林生態

学）

2）考古学から見た小菅　望月静雄（飯山市教育委員会：考古学）

3）小菅の歴史と地域の宝物　笹本正治（信州大学人文学部：日本

中・近世史）

4）小菅のいとなみをはかる　土本俊和（信州大学工学部：建築

史）

5）小菅の庭とみどり　佐々木邦博（信州大学農学部：造園学・造

園史）

6）小菅集落の現在と将来　村山研一（信州大学人文学部：地域社

会学）

7）小菅の里と信州大学が光り輝くために　鷲尾恒久（飯山市勤務、

小菅の里保護委員会事務局長）

第一章では、小菅の森の景観が歴史的にどのような変遷をたどって

きたのかを、現状の観察と絵図などによりながら復元し、最後に、身

近な自然の成り立ちと変遷を記録に残し、後世に伝えていくことの重

要性を述べる。

第二章は、これまで実施された発掘と、1999年以降行われている発
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掘の報告である。集落内からは、古銭、珠洲陶器、錫杖、五鈷杵、懸

仏などが見っかっており、これらのものが中世から近世にかけての小

菅を復元するための手がかりとなることが理解できる。

第三章では、小菅山の由来書を読解しながら、小菅の歴史を考察し

ていく。この論文の一っの論点は、近世における寺院（大聖院）と村

との関係であり、小菅＝大聖院という見方を修正する必要があると述

べている。柱松神事にっいても、同様の視点が貫かれており、中世の

宗教的祭りが近世の村の祭りへと変化していったことを説く。

第四章と第五章では、小菅の集落景観の歴史的復元を試みている。

第四章では、建築遺構の実測調査や古文書をもとにして、小菅集落の

復元を建築史・都市史の視点から行っている。第五章では、大聖院の

跡地の発掘から、庭園のもっ謎（庭園と護摩堂の配置の不整合）を取

り上げ、庭園と建築の歴史にっいて考察している。これらの章からは、

歴史的遺構においては歴史が重なって現存しており、諸層を読み解き

ながら重層的、立体的に理解することの必要性が理解できる。

第六章で扱うのは、小菅の現在である。この章は、2003年11月に実

施した小菅集落調査がもとになっている。小菅集落は、長いこと100

戸ほどの戸数を維持していたが、高度成長の頃から戸数、人口が減少

し始め、調査時点では70戸ほどに減少していた。また、老年人口も44

％に達していた。調査結果を基に集落の現状を見ると、従来からの山

村的生業は衰退を迎え、このままでいくと今後10～20年内に集落維持

の危機を迎えることが報告されている。

第七章では、地元に住み村づくりの中心に立つ立場から、小菅の自

然のすばらしさ、小菅で生活することのすばらしさが語られ、村と大

学が手をっなぐことの必要性が語られる。

小菅は、今日における日本の山村の典型例と言えるかもしれない。

確かに、小菅神社という優良な文化資産をもっていることは例外的か

121



もしれない。しかし、本当にすばらしいのは数百年かけて形成された

集落の景観であり、柱松神事に代表されるような生活の営みであろう。

我々の身近にある自然や景観の美しさ、そして昔から伝えてきた生活

の営みは、高度成長期の開発によって傷っけられ破壊されてしまった。

そのようなものが生きた形で残されているのが小菅なのである。しか

し、第六章で触れているように、人口減少と高齢化という変化の波の

中で、集落をどのように維持していき歴史を後代に伝えていくかが緊

急の課題になっている。

経済的に計測できない景観のすばらしさや生活の営みを、社会の文

化的、社会的資産として、集落の存続にいかにっなげていくか、これ

は小菅調査に携わった人間が、住民とともに考えていかなければなら

ない問題である。また、地域を光り輝かせるということが地域プラン

ド研究の主題であるとするなら、地域ブランドの研究者も考えねばな

らない問題であろう。小菅の総合研究も地域ブランド研究も、始まっ

たばかりである。

なお、本報告書の刊行に当たっては、2004年度信州大学学長裁量経

費の補助を受けることができた。

（むらやま・けんいち／信州大学人文学部教授）

（2005年3月31日刊、しなのき書房、1，575円）

（しなのき書房：〒381－2221長野県長野市川中島町御厨1967－1、

tel．026－284－7007）
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